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と
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興
業
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学
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井
小
楠
の
場
合
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一
　
は
じ
め
に

　
熊
本
藩
の
儒
者
横
井
小
楠
は
、
積
極
的
な
開
国
通
商
と
殖
産
興
業
を
わ

が
国
の
近
代
化
の
基
本
方
策
と
し
て
唱
え
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
以
外
に
も
開
国
論
や
殖
産
興
業
論
を
唱
え
た
思
想
家
は
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
橋
本
左
内
や
佐
久
間
象
山
な
ど
多
く
の

思
想
家
が
、
「
採
長
補
短
」
や
「
東
洋
道
徳
西
洋
芸
術
」
と
言
っ
た
枠
組

み
を
設
定
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
状
況
に
対
す
る
不
本
意
で
や
む
を

内

藤

俊

彦

得
な
い
妥
協
と
し
て
開
国
・
殖
産
興
業
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

小
楠
の
場
合
は
、
あ
る
種
の
普
遍
的
原
理
か
ら
演
繹
さ
れ
る
結
論
と
し
て

開
国
・
殖
産
興
業
論
を
思
想
的
に
構
築
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
作
業
は
、
聖
人
王
の
支
配
す
る
黄
金
時
代
と
し
て
の
「
唐
虞

三
代
」
の
統
治
原
理
を
、
主
に
『
書
経
一
と
『
孟
子
』
を
典
拠
と
し
て
帰

納
し
て
、
そ
れ
ら
の
原
理
を
朱
子
学
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
訓
み
換
え
に
よ

っ
て
哲
学
的
に
基
礎
付
け
る
こ
と
を
通
し
て
な
さ
れ
る
。
以
下
で
、
こ
の

よ
う
な
訓
み
換
え
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
、
具
体
的
な
政
策
論
に
ど
の
よ
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う
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

二

「
理
」
の
変
容

　
ま
ず
、
小
楠
の
「
理
」
観
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
小
楠
は
、
朱
子
以

後
の
儒
者
が
「
格
致
之
訓
」
を
誤
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
『
大
学
章
句
』

に
い
わ
ゆ
る
八
条
目
中
の
「
格
物
・
致
知
・
誠
意
」
は
、
「
誠
意
・
致
知

・
誠
意
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
「
窮
理
」
の
不
徹
底
は
、
「
物
」

に
「
誠
意
」
を
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
、
と
小
楠
は
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
誠
意
」
の
強
調
を
以
て
、
彼
を
陽
明
学
徒
と
す
る

研
究
者
も
あ
る
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
小
楠
の
「
誠
意
」
は
陽
明
学
の

そ
れ
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
朱
子
学
の
「
誠
意
」
か
ら
も
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
朱
子
の

「
格
物
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
「
物
」
に
即
し
て
そ
の
「
理
」
に
「
格
」

（
い
た
）
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
誠
意
」
は
「
意
」
（
心
の
動
き
）

を
「
ま
こ
と
（
誠
）
」
1
1
「
真
実
無
妄
」
・
「
実
」
に
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
心
の
動
き
を
絶
対
善
と
し
て
の
「
理
」
に
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
無
妄
」
は
、
雑
じ
り
気
が
全
く
な
い
こ
と
、
と
注
釈
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
「
格
物
」
を
「
誠
意
」
と
同
視
す
る
、
な
い
し
は
、
「
格
物
」

が
「
誠
意
」
に
包
摂
さ
れ
る
と
す
る
小
楠
の
理
解
は
、
彼
の
い
か
な
る
訓

み
換
え
を
背
景
と
し
て
生
じ
て
く
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

朱
子
学
的
な
「
窮
理
」
の
体
系
は
い
か
な
る
変
容
を
被
る
こ
と
に
な
る
の

か
。
変
容
と
い
う
場
合
に
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
論
理
必
然
的
な
性
格

の
も
の
で
は
な
い
が
、
小
楠
の
訓
み
換
え
の
種
々
相
を
点
検
し
て
、
次
の

六
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
「
理
」
は
、
「
物
」
に
先
験
的
普
遍
的
に
内
在
す
る
も
の
で
は

な
く
し
て
、
小
楠
が
あ
る
詩
で
詠
ず
る
よ
う
に
、
「
窮
理
」
に
よ
っ
て
「
生
」

ず
る
も
の
、
語
を
変
え
て
言
え
ば
、
人
間
の
実
践
的
な
探
求
に
よ
っ
て
発

見
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
第
二
に
、

小
楠
は
別
の
箇
所
で
、
「
理
」
は
「
物
の
効
用
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
所
以
然
之
故
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
所
当

然
之
則
」
で
あ
る
朱
子
学
的
「
理
」
の
形
而
上
学
的
性
格
は
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
「
効
用
」
と
は
、
人
類
の
「
厚
生
利
用
」
、
「
民

生
の
用
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
従
っ
て
、
「
誠
意
」

は
、
「
理
」
に
対
す
る
心
の
集
中
で
は
な
く
て
、
「
物
」
そ
れ
自
体
に
対
す

る
心
の
集
中
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
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小
楠
に
お
い
て
は
、
朱
子
学
に
お
け
る
絶
対
善
と
し
て
の
「
理
」
は
、
形

而
上
性
と
共
に
、
そ
の
倫
理
性
を
も
、
同
時
に
、
失
う
こ
と
と
な
る
。
「
理
」

の
脱
倫
理
化
で
あ
る
。
第
五
に
、
「
窮
理
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
人
間

の
実
践
的
な
、
す
な
わ
ち
、
目
的
的
主
体
的
な
、
「
物
の
効
用
」
の
可
能

性
を
無
限
に
追
究
す
る
営
為
と
な
る
。
朱
子
学
に
お
い
て
は
「
理
」
に
か

な
っ
た
状
態
は
「
至
善
」
（
「
大
学
章
句
』
）
あ
る
い
は
「
時
中
」
（
『
中
庸

章
句
』
）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
均
衡
を

失
わ
な
い
中
正
な
態
度
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
態
度
を
保
持
し
続
け

る
こ
と
（
『
大
学
章
句
』
に
所
謂
「
事
理
当
然
之
極
」
、
「
必
至
於
是
不
遷

之
地
」
）
で
あ
り
、
「
至
善
に
止
ま
る
」
と
表
現
さ
れ
る
。
朱
子
学
的
「
至

善
」
観
が
高
度
に
緊
張
を
孕
ん
だ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
境
位
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
小
楠
の
「
窮
理
」
観
は
、
限
界
を
知
ら
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
探
求

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
小
楠
の
「
窮
理
」
観
の
根
底
に

は
、
第
六
に
、
「
理
」
の
多
様
性
（
「
理
一
分
殊
」
の
「
分
殊
」
）
と
歴
史

的
制
約
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
「
理
」
は
、
「
物
の
効
用
」
と
し
て
、
人

間
の
実
践
的
探
求
の
前
に
無
限
の
可
能
性
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ

て
ま
た
、
「
理
」
は
、
当
然
に
、
歴
史
的
条
件
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と

に
な
る
。
水
戸
学
徒
と
し
て
熱
烈
な
擾
夷
論
者
で
あ
っ
た
小
楠
が
、
日
米

和
親
条
約
の
締
結
を
契
機
と
し
て
断
固
た
る
開
国
論
者
に
豹
変
し
得
た
の

は
、
こ
の
「
理
」
観
に
基
づ
く
と
言
っ
て
よ
い
。
熊
本
藩
校
時
習
館
の
後

輩
井
上
毅
と
の
対
談
で
、
彼
は
開
国
を
「
天
理
」
と
関
連
づ
け
て
、
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
西
洋
に
お
い
て
も
、
交
易
の
途
が
開
け
る
以
前

は
「
航
海
交
易
」
は
「
天
理
」
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
「
独
立
鎖
国
ノ

旧
見
」
こ
そ
が
「
天
理
」
で
あ
っ
た
。
然
る
に
「
宇
内
ノ
勢
」
が
「
交
通

可
致
ノ
形
勢
」
と
な
っ
た
「
今
日
」
に
お
い
て
は
、
「
独
立
鎖
国
ノ
旧
見
」

は
「
天
理
二
惇
」
る
こ
と
と
な
り
、
「
航
海
交
易
」
こ
そ
が
「
天
理
」
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
『
書
経
』
や
『
中
庸
』
な
ど

の
聖
典
の
記
述
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。

三

「
敬
」
と
「
天
」
の
観
念

　
先
に
見
た
よ
う
に
、
小
楠
哲
学
に
お
い
て
、
「
理
」
は
倫
理
的
性
格
を

失
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
小
楠
哲
学
に
お
い
て
、
倫
理
問
題
は
ど
の
よ

う
に
解
決
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
、
こ
の
問
題
を
、
小
楠
の
「
敬
」
と

「
天
」
の
観
念
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
小
楠
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
、
「
敬
」
が
「
誠
意
」
を
包
摂
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し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
敬
と
い
へ
ば
誠
意
も
其
内
に
有
之
、
其
心
持
に

て
大
学
を
見
る
に
誠
意
致
知
誠
意
と
心
得
候
へ
ば
却
て
大
に
親
切
に
御
座

候
。
然
し
此
心
之
発
る
所
を
持
守
拡
充
す
る
所
よ
り
は
敬
に
あ
ら
ざ
れ
ば

不
相
叶
、
兎
角
敬
は
此
心
之
発
る
上
よ
り
の
工
夫
、
誠
意
は
善
を
為
共
此

心
実
な
ら
ざ
る
上
之
工
夫
な
り
。
」

　
「
敬
」
は
朱
子
学
の
実
践
論
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
、
精
神
の
集

中
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
「
敬
」
は
、
「
ウ
ヤ
マ
フ
」
で
は
な
く
「
ツ

ツ
シ
ム
」
と
訓
ま
れ
る
。
朱
子
が
継
承
敷
術
し
た
程
伊
川
と
そ
の
門
弟
た

ち
の
「
敬
」
の
観
念
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
程
子
は
「
敬
」
を
「
主
一

無
適
」
と
定
義
し
、
「
整
斉
厳
粛
」
と
形
容
し
た
。
謝
上
察
は
「
常
怪
慢
」

を
唱
え
、
サ
和
靖
は
「
心
収
敏
、
不
容
一
物
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
う
ち

例
え
ば
「
怪
」
は
、
「
蓋
人
能
如
此
、
其
心
即
在
此
、
便
慢
恨
。
未
有
外

面
整
斉
厳
粛
、
而
内
不
慢
慢
者
。
」
ま
た
「
慢
怪
、
乃
心
不
昏
昧
之
謂
、

只
此
便
是
敬
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
七
）
と
説
か
れ
る
。
つ
ま
り
「
慢
」

は
、
精
神
が
自
己
の
心
の
動
き
を
注
意
深
く
監
視
し
て
い
る
状
態
の
謂
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
己
の
心
の
「
理
非
曲
直
」
を
正
確
に

弁
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
敬
」
は
「
義
」
と
結
び
つ
き
、
「
天

理
」
を
畏
れ
敬
し
む
感
情
を
包
む
の
で
あ
る
。
精
神
が
こ
の
よ
う
に
「
常

に
醒
め
て
」
い
れ
ば
、
「
動
容
周
旋
」
も
自
ず
か
ら
「
整
斉
厳
粛
」
た
る

こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朱
子
は
「
敬
」
と
「
誠
意
」
と
の
違

い
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
誠
只
是
一
箇
実
、
敬
ロ
ハ
是
一
箇
畏
」
、

あ
る
い
は
、
「
妄
誕
欺
詐
為
不
誠
、
怠
惰
放
騨
為
不
敬
」
（
『
朱
子
語
類
』

巻
第
六
）
。

　
小
楠
の
先
の
よ
う
な
「
敬
」
観
念
か
ら
は
、
朱
子
学
の
そ
れ
に
含
ま
れ

る
二
つ
の
契
機
が
脱
落
す
る
。
一
つ
は
、
自
己
監
視
あ
る
い
は
自
己
省
察
、

す
な
わ
ち
自
己
の
心
の
動
き
の
「
理
非
曲
直
」
を
監
視
す
る
第
二
の
自
己

と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
「
真
実
無
妄
」
に
絶
対
善
た
る
「
理
」

に
専
一
す
る
「
誠
意
」
と
、
己
の
心
の
あ
り
方
を
厳
正
な
距
離
を
置
い
て

監
視
す
る
「
敬
」
と
の
分
別
が
失
わ
れ
、
「
誠
意
」
が
前
面
に
現
れ
る
と

き
、
倫
理
性
と
は
無
関
係
な
「
物
」
に
専
心
す
る
自
己
を
「
他
者
」
と
し

て
監
視
す
る
、
朱
子
学
に
お
い
て
「
敬
」
が
果
た
し
て
い
る
精
神
的
な
機

能
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
つ
は
、
小
楠
の
「
敬
」
が
も
っ
ぱ
ら
「
此

心
之
発
る
上
」
す
な
わ
ち
「
已
発
」
に
係
わ
る
も
の
と
さ
れ
、
「
未
発
」

と
「
已
発
」
と
を
貫
く
全
精
神
過
程
に
拘
わ
る
位
置
付
け
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
別
言
す
れ
ば
、
「
未
発
」
は
小
楠
の
主
た
る
関
心
事
に
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
小
楠
の
「
誠
意
」
1
1
「
物
」
へ
の
専
一
は
、
倫

理
的
な
自
己
省
察
を
欠
い
た
、
す
な
わ
ち
距
離
の
感
覚
を
喪
失
し
た
、
対

象
へ
の
盲
目
的
な
埋
没
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
独

自
の
「
天
」
観
念
で
あ
る
。

　
彼
に
よ
れ
ば
、
「
天
」
は
「
敬
畏
」
の
対
象
で
あ
り
、
人
間
の
立
ち
居

振
る
舞
い
を
日
常
不
断
に
無
言
で
監
視
す
る
超
越
者
で
あ
る
。
「
事
物
の

効
用
」
の
可
能
性
を
無
限
に
追
究
す
る
営
為
と
し
て
の
「
窮
理
」
は
、
「
天
」

に
代
わ
っ
て
、
文
物
を
開
き
「
厚
生
利
用
」
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
天

工
」
を
「
亮
け
る
」
事
業
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
天
」
へ
の
「
敬
畏
」

と
い
う
宗
教
的
感
情
が
、
「
物
」
へ
の
盲
目
的
埋
没
を
抑
制
し
て
、
自
己

省
察
目
自
己
自
身
の
客
観
化
を
可
能
に
す
る
と
共
に
、
人
間
の
善
へ
の
営

為
を
超
越
者
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
次
に
、
小
楠
の
「
天
」
観
念
は
い
か
な
る
内
実
を
持
つ
の
か
。
端
的
に

要
約
す
れ
ば
、
「
天
」
は
過
去
と
現
在
と
未
来
と
を
含
め
た
人
間
存
在
の

総
体
で
あ
る
。
現
に
生
存
し
て
い
る
個
人
は
そ
の
限
り
で
「
天
」
の
一
部

で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
連
な
る
人
類
の
無
限
の
連

鎖
の
一
環
と
し
て
、
個
人
は
「
一
小
天
」
で
あ
り
、
か
か
る
意
味
で
過
去

と
未
来
の
人
類
を
結
び
つ
け
る
結
節
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
個
人
が

単
な
る
時
間
的
な
連
続
体
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
留
ま
ら
な

い
。
人
は
「
前
人
」
の
事
業
を
引
き
継
い
で
こ
れ
を
「
後
人
」
に
譲
り
渡

す
と
い
う
、
人
類
の
文
化
事
業
総
体
の
中
で
の
結
節
点
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
責
務
を
人
は
「
天
」
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
人
、
と

り
わ
け
為
政
者
は
「
天
吏
」
で
あ
る
。
小
楠
に
よ
れ
ば
、
「
天
吏
」
の
責

務
は
「
自
然
之
天
理
に
随
い
自
然
之
人
事
を
治
め
、
人
心
一
致
之
地
に
運

び
候
て
、
進
で
は
天
下
之
非
政
を
正
し
、
退
て
は
一
国
の
人
民
を
安
ず
る
」

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
過
去
を
未
来
に
架
橋
す
る
責
務
を
担
う
現
在
の

個
人
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
現
在
」
に
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、
理
念
化
さ
れ
た
人
類
の
総
体
が
「
道
」
と
し
て
現
れ
る
と
同

時
に
、
歴
史
上
の
過
去
現
在
未
来
の
人
類
と
そ
の
文
化
事
業
の
総
体
が
「
前

生
・
今
生
・
後
生
」
と
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
る
。
そ
し
て
こ

の
二
者
が
合
一
さ
れ
て
、
「
天
人
一
体
」
的
「
天
」
観
念
が
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
小
楠
の
「
天
」
は
人
格
神
的
徴
表
を
持
つ
こ

と
は
な
い
。
彼
の
「
天
」
は
人
格
神
に
不
可
欠
の
属
性
で
あ
る
「
意
思
」

と
「
感
情
」
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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四
　
若
干
の
結
論

　
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
「
物
」
へ
の
専
一
と
訓
み
換
え
ら
れ
た
「
誠
意
」

が
、
対
象
へ
の
盲
目
的
な
没
入
か
ら
免
れ
る
倫
理
的
な
支
柱
が
「
天
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
「
天
」
は
「
意
思
」
を
持
た
ず
、
人
間
に
対
し
て

た
だ
「
天
工
を
亮
け
る
」
こ
と
を
包
括
的
に
命
ず
る
の
み
で
、
終
始
語
り

か
け
る
こ
と
な
く
無
言
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
は
、
私
欲
を
没
却
し
て
、

純
粋
無
垢
の
心
を
以
て
、
ひ
た
す
ら
「
物
」
に
専
一
し
て
人
類
の
「
厚
生

利
用
」
に
励
む
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
て
再
び
先
程
の
問
題
が
浮
上
す
る
。

す
な
わ
ち
、
小
楠
の
「
誠
意
」
は
倫
理
的
な
規
範
力
を
欠
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
「
天
」
は
如
何
に
し
て
人
々
の
行
為
を
倫
理

的
に
饗
導
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
二
つ
の
方
向
性

を
指
摘
し
て
置
く
。
一
つ
は
、
「
人
心
」
の
動
向
あ
る
い
は
「
人
心
一
致
」

の
重
視
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
法
家
的
愚
民
観
で
あ
る
。

　
小
楠
が
「
人
心
」
を
重
視
す
る
動
機
の
一
つ
は
、
対
外
的
危
機
に
直
面

す
る
日
本
の
国
民
的
統
合
の
達
成
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
人
心
」
へ

の
配
慮
が
、
「
天
人
一
体
」
的
「
天
」
観
念
に
思
想
的
根
拠
を
持
つ
こ
と

は
、
単
な
る
効
率
的
統
治
と
い
う
効
用
性
か
ら
の
発
想
で
は
な
く
、
為
政

の
基
本
原
則
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に

思
え
る
。
そ
し
て
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
「
人
心
」
の

重
視
と
併
存
し
て
、
法
家
的
愚
民
観
と
喚
び
得
る
よ
う
な
傾
向
性
が
、
小

楠
の
言
動
に
見
え
隠
れ
す
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
小
楠
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
傾
向
性
の
併
存
は
、
そ
の
「
天
」
観
念
か

ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問
題
を
解
く
鍵
は
「
天
」

の
非
人
格
性
に
あ
る
。
小
楠
の
「
天
」
の
包
括
的
「
命
」
は
受
命
者
の
内

面
に
関
与
せ
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
結
果
に
関
わ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
先

に
見
た
よ
う
に
、
「
天
」
は
人
格
的
な
意
思
を
持
た
ず
無
言
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
「
天
工
を
亮
け
る
」
事
業
を
引
き
受
け
る
主
体
の
倫
理
性
は
、
内

面
の
純
粋
無
垢
と
絶
対
的
な
利
他
性
へ
の
確
信
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
小
楠
の
倫
理
性
は
畢
寛
「
誠
意
」
に
、
ひ
た
す
ら
な
る
「
物
」
へ
の

専
一
と
、
そ
れ
故
の
心
の
純
粋
無
垢
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
、
心
理
的
に

は
こ
の
逆
も
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
己
の
「
誠
意
」
を
確
信
す
る
限
り
、

他
者
は
人
格
的
に
己
に
対
峙
す
る
者
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
ず
、
た
だ
単
に
、

善
導
で
あ
れ
排
除
で
あ
れ
或
い
は
そ
の
他
の
何
で
あ
れ
、
政
治
的
な
操
作

の
対
象
た
る
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
倫
理
性
を
欠
い
た
法
家

的
な
権
謀
術
数
、
虚
無
的
な
政
治
技
術
の
世
界
で
あ
る
。


